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都教委は、日本全国多数の市民の抗議を無視し、昨年3月4月の卒業式入学式での「日の丸・君が代」強制不服従教員 (小中高校併せて) に対し、12月1日、２度目の処分を出しました。理由は、7月の再発防止研修の際、ゼッケンをつけていたこと等が「職務専念義務違反」であるという、まったく言いがかり的なものです。石川中裁判を支える会の根津公子さんは、減給１ヶ月、岸田静枝さん・牧野一恵さん・福島進さんは、戒告という重複処分を受けました。その２度目の処分に対し、都教委はその後、本年1月19日、またまた「再発防止研修」なるものを強行しました。「日の丸・君が代」の強制は思想の強制であるという教育の根本に関わる立場から、職をかけて異議申し立てをしている教員に対し、「再発防止研修」は不適切です。思想信条の転向を迫る憲法違反的行為です。（事務局）


暴走する都教委とたたかう　年末年始の報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

たて続く攻撃の中で２００６年が始まりました。

つい数日前に一人の生徒から告げられました。「停職で先生が校門にいた時、私は、おかしいことには立ち上がることを学んだ。先生と二中で出会えてすごくよかった。出会えなかったら、立ち上がる、ということを知らないままだったと思うから」と。生徒からもらったお年玉です。そう、皆さま、一人ひとりが立ち上がり闘うことで、絶望を希望に変えていきましょう。

◇１２・１ゼッケン着用等で懲戒処分◇
「君が代」不服従被処分者に対して都教委が再発防止研修を強行した際（７月２１日）に、ゼッケンや鉢巻、Tシャツを着用したことが職務専念義務違反、信用失墜行為だとして都教委は９人を戒告処分に、私を減給１/10　１ヶ月に処しました。なぜゼッケン着用がいけないのかと質問をし続けたのは妨害行為だとして私には処分量を重くしたのです。

７月２１日当日、私は午後の部に受講命令が出されていました。再発防止研修会場に入ると担当者が「ゼッケンを外してください」と言ったため、あちこちから質問が続出。しかし都教委は外さねばならない理由を一切説明せず、ここでも問答無用で服従させようとする。服従させ転向させることがこの日の都教委の目標だから、あちらにとっては当然のことなのでしょう。私は、それは些細なことと、片付けることはしたくなかった。そこで持っていたゼッケンを身に着けて、質問をしたのです。その中で都教委は、命令ではなく、「一般的なお願い」だと言いました。昨年もゼッケンを着用した人がいたと聞いてもいたので、私（たち）は安心して着用を続けたのです。Tシャツや鉢巻着用者に対しては一言の注意もありませんでした。

また、この再発防止研修時の講義の中心は、職務命令や職務専念義務などの地方公務員法と非行防止だったにもかかわらず、講師は目の前の受講者たちのゼッケン着用行為が職務専念義務違反、信用失墜行為だとは、一言も言いませんでした（これぞ、指導力不足、不適格ではないのか？！）。それなのに、都教委は８月に事情聴取を強行し、今回の処分に至らせたのです。

なお９月の再発防止専門研修を、職務を優先するがために欠席した教員に対しては、職務命令違反で減給１/１０　６ヶ月を発しました。定期試験直前の授業で変更ができず、校長に申し出ての欠席だったのに、です。授業を優先したことが減給６ヶ月、この理由について都・中村教育長は都民に対し、きっちり説明すべきです。

◇ゼッケン処分で再発防止研修発令と執行停止申立◇
　１２月最後の授業日の１２月２２日、都教委及び当該の市（立川、日野、府中）・区（新宿）教委はゼッケン等着用者１０人のうち９人に対して、１月１９日再発防止研修への出席命令を出しました。練馬区教委はこの日には出さず、なぜか１月１０日に出しました（なぜなんでしょう？）。減給処分の根津に対しては、２月１日に再発防止・専門研修も命じています。

　「君が代」不起立に対しその直後に減給、停職処分を出すことが元凶ですが、それに乗じて７、９月に再発防止研修を、またその中で言いがかりをつけてゼッケン処分を、さらにまた、それに乗じて再度の再発防止研修をする。都教委は、服従しない教員については転向するまで叩き続けます。私たちはこれを黙認、あるいは無視することはできません。１月１２日東京地裁に、岸田さん、牧野さん、福島さんと、そして都立高のFさんとで再発防止研修の執行停止申立をしました。決定（＝申立のときは判決ではなく、決定と言う）は５ページにあるように不当にも「却下」でしたが、闘いの一手段一表現です。
· １・１９再発防止研修当日◇

１９日は早朝から会場となった都総合技術教育センター前にたくさんの方が抗議と激励に参集してくださいました。受講を命令された私たちは、たくさんの人たちの支えを受けて会場に向かうことができました。

さて、今日の再発防止研修（基本研修）もまた、今までと同じように、園田・教育庁総務部法務監察課長の講義（「教育公務員の服務と関係法令について」）1時間と報告書の作成40分という予定でした。課長の講義は、地公法の条文を読み上げ、｢全体の奉仕者｣として｢全身全霊を傾けて職務に専念すべき」だというもので、私たちの行為がなぜ職務専念義務違反なのかを具体的に指摘することはありませんでした。1977年の最高裁判決（｢ベトナム戦争反対」等のプレートを着用した目黒電報電話局職員に対し、｢注意力のすべてを職務に向けなかった｣「他の人の注意力も乱した」とした判例）を挙げて、乗り切ろうとしました。

一方私たちは、注意力のすべてを職務に向け、全身全霊を傾けて、丁寧に質問をしました。7月21日当日も講師だった園田課長に、「課長はあのとき、教育公務員の服務と関係法令について講義を進めていたにもかかわらずなぜ、目の前のゼッケン着用者に対して、指摘、注意をしなかったのか」と、当然の質問。しかし、答えません。｢課長はあの時、（ゼッケン着用者に対し｣職務専念義務違反という認識があったのか」との質問には園田課長は、「いいえ」と漏らし、また、｢では、服務事故がなかったということでいいのか｣と問われ、もりや研修センター研修部企画課長は、「私の方で判断できない」と言いました（では、一体誰が職務専念義務違反と決定したのか？　また、これこそが職務専念義務違反もしくは指導力不足ではないのか）。初めは、質問者数を制限していた担当者は、私たちの強い（＝職務に専念するがゆえの）質問要求の中で、挙手した全員に質問をさせました。そうだ！と共感する質問が続出しました。

一切、質問を受け付けないのは研修に値しないことを、私たち当事者を含むたくさんの人が批判してきた成果でしょうか。今までは質問を受け付けず、逃げるように退室していた園田課長を、今日は質問に向き合わせることができました。お粗末な答えであったり、「答えられない」という答えでしたが…。

1時間50分後、会場となった建物から出ると、朝と同じようにたくさんの方が待っていてくださり、とってもうれしかったです。ありがとうございました。

なお、この日この後、都人事委員会に当該みんなで行き、ゼッケン等着用処分について合同の審査請求をしてきました。
◇年休申請についてまで調査を入れる◇

１２月１日、私は処分書を受け取る時だけ勤務、他の時間は年休申請をし、行使したのですが、市教委を通じて都教委はすぐに、年休申請に不備はないかと調査に乗り出しました。一時はこれで処分か？の勢いでした。そして、１月１３日になって、この日の年休は、私が休暇処理簿に「８時間」と書いたところを、「９時間」に書き直しをさせられ、１件落着という次第。１日は８時間労働。しかし、途中で２０分勤務に就くと、８時間の休暇ではなく、９時間休暇になってしまう不思議さ。何とか引っ掛けて処分を重ねさせたい！との都教委の「努力」の結果です。

同じく１２月１日、こんなこともありました。一人の被処分者が、処分書を受け取った直後に、同行した副校長に口頭で年休申請をしようとしたら、都教委の役人はその副校長に向って「時期変更権！」と叫びました。職権濫用はなはだしく、年休を許可するな！ということだったんです。それを私は、近くでしっかり聞きました。

　１年ほど前から、「転向」がどういうことを指すのか、今と重ね合わせて想像することがよくあります。以前は、小林多喜二が拷問により亡くなった写真などから想像はしても、歴史の中のことだったのに、都教委の暴走と向き合う中で、現実の問題になってしまったからです。「君が代」処分もそれにかかわる一連の処分も皆、都教委による転向の強要です。教員すべてが転向させられた後の東京の学校は、軍隊学校になるのが必至。そうさせないために、想像力を働かせてものごとを観、教員の職責として、抵抗し、主張していきます。







　裁判所は、人権救済に関して予防的措置を講ずるためにあるものでもあります。

1回目、2回目、３回目とも、裁判所は請求を棄却しましたが、明らかに、都教委の行為に警告を出しているのです。　裁判所は、まさか、不服従教員たちが4回目の執行停止まで請求するとは思わなかったのでしょうか、このように居直りとも取れる請求棄却を出すとは……？　　　

　私たちは、あくまで、司法の独立性を要求し続けます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局


2004年6月28日　137名の教員が執行停止申し立てる

東京地裁決定　　2004年７月２３日

　　　請求棄却　……　ただし警告の条件を付けて…

「………現段階においては、未だ本件研修が実施されているわけではなく、…具体的内容や方法、程度も明らかではないこと…」と、研修の具体的内容等が不明であることを挙げて却下した。しかし、「…自己の思想、信条に反すると表明する者に対して、何度も繰り返し同一内容の研修を受けさせ、自己の非を認めさせようとするなど、公務員個人の内心の自由に踏み込み、著しい精神的苦痛を与える程度に至るものであれば、……違憲違法の問題を生じる可能性があるといわなければならない」と述べ、違憲違法の問題の可能性を指摘した。

2005年7月7日、8日　30名の教員が執行停止を申し立てる

東京地裁決定　２００５年７月１５日

　　　請求棄却　……再び警告の条件を付けて…
｢裁判所は、…重大な損害を生ずるか否かを判断するに当たっては、損害回復の困難の程度を考慮するものとし、損害の性質及び程度並びに処分の内容及び性質をも勘案するものとする｣との行訴法の規定に照らし、そこまでは至らないとして、これを却下した。しかし一方で、「自己の思想、信条に反することはできないと表明する者に対して、なおも職務命令や研修自体について、その見解を表明させ、自己の非を認めさせようとするなど、その内心の自由に踏み込み、著しい精神的苦痛を与える程度に至るものであるならば、これは、教職員の水準の維持向上のために実施される研修の本質を逸脱するものとして、教職員の権利を不当に侵害するものと判断される余地はある」（１９部）と警告した。


2005年8月29日　14名の教員が執行停止を申し立てる

東京地裁決定　２００５年９月５日

　　　請求棄却　……三度めも警告の条件を付けて…　　

却下ではあったが、「本件専門研修は、昨年度も基本研修や専門研修を受け、さらには本件基本研修を受けた者に対して行われるのであるから、その内容が従前行われた各研修の内容を繰り返すものであるとすれば、研修対象教員に対して精神的苦痛を与えるおそれは残るところである」（民事19部）と述べている。

　　　　　　2006年1月11日　　5名の教員が執行停止を申し立てる

東京地裁決定　２００６年１月１８日

　　　　　　請求棄却　…やってみなきゃわからぬ（！？）ウッソー……
「申立人が本件研修命令に対しどのような対応をとるのか、申立人の対応に対し、立川市教委等が如何なる対処をするかについて、いずれの不確定というほかない。しかも、申立人がこれまで受講した研修においても国旗・国歌等思想・良心にかかわる問題に言及することはなかったと認められる。さらに、・・・本件研修は、・・・その前提となる懲戒処分の内容が異なり、自ずと研修の目的・内容も異なるものになることがうかがわれる。これらの事情に照らしてみれば、申立人がこれまで2回の研修を受講していることを考慮しても、現段階において、申立人が本件研修命令に従うことにより、何らかの損害が発生するのかは未だ不明・・・。
　仮に申立人に何らかの損害が発生することがあったとしても、当該損害を、原状回復ないし、金銭賠償による方法で填補させることが不可能であるか、又は、社会通念上、そのような方法で回復させるのが容易ではないないしは相当ではない程度に達しているとまでの疎明はいまだされていない」（民事36部）




　　


　



2005年12月１日、都教委が発令したゼッケン処分は、根津公子さんにとっては第７次懲戒処分、岸田静枝さんにとっては第４次懲戒処分、牧野一恵さんにとっては第３次懲戒処分、福島進さんにとっては第２次懲戒処分となるものです。私たちは、都教委のこのような理性を無くした暴挙に強く抗議し続けます。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　抗　　　議　　声　　明　

石川中裁判を支える会

　　　　　　　　　　　

　本日東京都教育委員会は７月２１日に強行した「君が代不起立・再発防止研修」においてゼッケンを着用した教職員、またゼッケンを外さねばならない理由について質問をした教職員に対して処分を発令した。このことに対し、石川中裁判を支える会は強く抗議する。

そもそも「君が代」不起立について懲戒処分をすること自体が憲法・教育基本法違反であるところ、さらに「再発防止研修」などと称して弾圧を繰り返し、しかもその場において、教員としての良心から抗議の意思表明をした教員に対し、憲法の保障する「思想・信条の自由」「表現の自由」の一切を奪い、処分するなどということは現行法ではおよそ許されない行為である。

　都教委は、学校を政治の具にするな！　石原都政や石原都知事が抜擢した教育長および教育委員、一部議員におもねる教育行政をこれ以上続けるな！　東京の子どもたちに事実を伝え、教育基本法、子どもの権利条約に沿った教育を保障せよ！　それが教育行政の仕事である。

　今回の処分発令を直ちに撤回し、該当者に謝罪せよ。

★　都教委に対し強い抗議が各地から寄せられました。

· 元気づけられます。
東京都教育委員会教育長へ　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月８日　
 　私たちは「日の丸・君が代」の強制に反対し、関西地区を中心に不起立を呼び かける運動を展開している教育労働者・市民の集まりです。東京都教育委員会の 度重なる違憲・違法の行いに対し、とうてい黙っていることはできず、怒りを込めて抗議文を送ります。
　　　　　　　　　　　　　　　「すわって示そう戦争反対！」実行委員会
　　　　　　　　　　　　　
 　１２月１日、あなた方はまたしても、およそ教育の名に値しない暴挙を行いま した。 　すでに多くの人々から指摘されているように、「君が代」斉唱時の起立を命じる職務命令そのものが憲法に違反しています。そして、自らの良心に基づき不起 立を貫いた人々に対する「再発防止研修」なるものは、裁判所からさえも「教職 員の水準の維持向上のために実施される研修の本質を逸脱するものとして、教職 員の権利を不当に侵害するものと判断される余地はある」と指摘を受けています。 そのような研修を実施すること自体が不当な行いと言えるわけですが、今回の処 分は、もとより明らかであった不当性をはるかに越え、世間一般の常識にも反する、信じがたい暴挙です。ゼッケン・鉢巻き・文字入りＴシャツ等で意思表示をすることは憲法で保障されている正当な表現行為です。それを「職務専念義務違反」ということがそもそも間違っています。その上に、あなた方は研修当日、なぜゼッケンをはずさねばならないのかと尋ねられて、「お願いです」と言うことしかできなかったにもかかわらず、「職務専念義務違反」という理由を後からこじつけて、戒告処分としたのです。世界中のどこを探しても、「お願い」に応じなかったからといって処 罰することが正当と認められるような場所はないでしょう。しかも、今回、１ヶ月の減給処分となった教員は、ゼッケンをはずすようお願いされる理由を質問し、答えが得られないために質問を繰り返したことが「妨害」とみなされたと聞いています。ゼッケンをしていることが「職務専念義務違反」にあたると主張するのであれば、その時そう説明できなかったことを担当者としての至らなさと捉え、むしろあなた方が、当日質問に答えなかったことを詫びるべきではありませんか！さらに、６ヶ月の減給処分となった教員は、「当日、授業が５時間あるから別 の日にしてほしい」と申し出たのに応じてもらえず、「研修拒否」とみなされたと聞いています。貴重な授業を５時間も自習にするのを避けたいと思うのは教員として当然のことです。授業が５時間入っているとわかった時点で進んで別の日に変更するのが、本来、教育委員会のすべきことではありませんか！２００４年春以来の一連の処分を貫いているのは、子どもたちの成長のために 何が必要かと考える気はさらさらなく、物事の理非すら問おうとせず、ただひたすら教職員に命令への服従を求める東京都教育委員会の姿勢です。処分を繰り返せば繰り返すほど、そのことに気づく保護者・市民が増えています。そして、多くの保護者・市民は、教職員が上からの命令に従うことしか考えなくなった時、教育は国策遂行のための道具とされ、この国は６０年前の過ちを繰り返すことになると感じ取っています。それらの人々は、被処分の教員たちを支えて、ともに闘い始めています。いずれあなた方の暴挙があなた方の身に跳ね返るでしょう。その時になって後悔しても遅いのです。今すぐ不当な処分を撤回し、教育現場の自由を尊重しつつ教育条件の整備に努めるという本来の任務に立ち返るよう求めます。



　


　　ほうせんか３３号で、根津さん第５次被処分（調布中への見せしめ異動）裁判の「空バス判決」についてお知らせしました。東京地裁の難波孝一裁判長が、都教委の言い足りないところを補ってやり、ありもしない事をあると言い張って、路線バスが空を飛んで行けば成立つような、ありもしない時刻表のバスに乗れば成立つような、都教委が禁じている車通勤をすれば成立つような「空バス判決」を出した事に対し、その後の声が寄せられましたのでご紹介します。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤恵子

　あの日の判決は、まるで、大学病院の数分で終る診察のようだった、と思いました。患者を診て、人の心を見ずというような、あのような裁判では真実など明らかにされないわけだと……。傍聴に駆けつけた人たちの目にはありありとわかる、嶋校長や原田室長の嘘にさえ目をつむり、何をもって裁判といえるのでしょうか？　あのようにロボットのように血の通っていない裁判官には、なんの権力も持たない、怒りと悔しさと勇気をもった原告の訴えは届かないでしょう。本当に、失望した裁判でした。裁判官が去った後から「次の方どうぞ」というような声が聞こえてきそうな気がしました。




日の・きみ強制の異常さ

～教育委員会のやっていることって例えばこんなこと～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By 田島　夏樹
　日の丸・君が代強制問題について関心がない人に私達の主張を分かってもらおうとする時、恐らく一番多い反論は「何でそんなに日の丸・君が代に反対するの？国の旗・歌なんだから大切にするのは当たり前でしょ」というものではないでしょうか。でも、私達が今問題にしているのは、日の丸・君が代それ自体よりも（それ自体も問題ですが）それを強制しているということです。しかし、それを聞いても「決まりなんだからしょうがないでしょ」という人がいます。そんな人達のために、教育委員会のひの・きみ強制を「日本国民最大の関心事」、サッカーのワールドカップに例えてみましょう。

　サッカー日本代表の試合観戦に行ったとします。会場に入ると、そこには日の丸がたなびき、試合前には君が代が斉唱されます。そんな時に、もし歌わずに座っていると・・・？日本サッカー協会から派遣された専門の係員が手分けをして全客席を調べ上げ、立たなかった観客は試合終了後に呼び出され、事情聴取によって起立しなかった事実が確認されると、書面による「注意」を受け、「注意」が何回も重なると日本代表の試合観戦チケット購入の権利を失います。例えどんなにサッカーを愛し、日本代表チームを応援する気持ちがあったとしても！
　こんな話を聞いて、「決まりなんだからしょうがないでしょ」と言う人はまずいないでしょう。誰もが「こんなのひどい！異常だ！」と言うはずです。でも、これが今の卒業式・入学式で行われていることと全く同じことなのです。ここで、この話の中の「サッカーの試合」を卒業式・入学式に、「日本代表」を生徒たちに、「観客」を教員に、「日本サッカー協会」を教育委員会に置き換えてみてください。こんなにひどくて異常なことが、今教育現場で実際に行われています。

　こんな例えで私達の主張を説明するのはどうでしょう。一人でも多くの人にこの現状を分かってもらい、教育委員会の狂気と暴走を止めましょう!!


2005年の暮れも押し迫った12月27日の朝日新聞に、欠陥マンション「グランドステージ茅場町」に住んでいる韓国のソウル出身の女性（47歳）のことが載りました。留学生として日本に来て30年、通訳のかたわら、韓国料理店を経営されている方だそうです。昨年8月の終わりに件（くだん）の欠陥マンションに入居し、5000万円のローンを抱えてしまったそうです。　　

　―――――この女性は立ち上がったのです――――

　記事を要約します。……まず、住民に緊急集会を呼びかけ語りかけました。「私たちは穴の空いた船に乗り込んだ同士。問題解決に向けて一体となりましょう。誰かがやるべきことをたまたま私がやっています」と。そして、対策委員会を作り、婦人部まで作りました。初集会以来朝から夜遅くまで、自宅を開放し、みんなのために、区との折衝に関わり、2週間かけて全戸の事情を聞き、仮住まいへの割り振りをまとめ上げました。しかし、お店の売り上げは半減……。「みんなが同じことを思っているのに自分から手を挙げる人がいない。良くも悪しくも日本人の民族性だと痛感しましたね」「耐震偽装問題は日本人の一番悪い資質がそのまま出ている。イーホームズでもヒューザーでも、誰が悪いというのではない。何が正しいか、貫く勇気がこの国民にはなくなった。みんなが無責任。みんな平然として、てめえのことばかり。戦前に似ている」。そして、怒りより、悲しさ、いや情けなさを感じた、という。

この記事をお読みになった方も多いことでしょう。一番情けなさを感じなくてはならないのは、この女性ではありません。日本に生まれ、育ち、暮らしている私たちなのではないでしょうか？　世界に例をみないような平和憲法を、なし崩し的に「欠陥憲法」にしつつあるのは、私たちなのですから。私たちにできる事を考えてみましょう。少しでいいから……。そして、ちょっと、まわりの人に、話しかけて見ませんか？　あなたの言葉で……。きっと、「私も、変だと思っていたのよ」という人がいます。そして、思わぬ新しい道が開けると思いますよ。だって世の中、変な事だらけですものね……。　（M・F）

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　事務局

緊急カンパのお願い

今回の再発防止研修の執行停止申立の訴訟費用（印紙代と弁護料、事務経費５人５件で１００万円）がかかりました。子育て中の人もいて、個人負担は厳しい状況にあります。できましたら、この訴訟費用の緊急カンパに応じていただきたく、お願い申し上げます。

応じてくださる方は、郵便局の振込口座00150-7-15453「石川中裁判を支える会」の郵便振替で「執行停止申立・訴訟費用」と明記の上お振込みください。


２月１日　根津公子さん再発防止研修への支援のお願い
基本研修は終わりましたが、減給処分をされた根津さんには、2月1日に専門研修（10時から）が待っています。また、１月19日に、移動教室で日が変更になったＡさんの基本研修、そして、9月の専門研修を欠席したことを理由に減給6ヶ月の処分を受けたＢさんの基本研修（午前）と専門研修（午後）が予定されています。皆さま、防寒対策をして、支援に駆けつけましょう。

· 2月1日（水）9時１５分

◆東京都総合技術教育センター

（JR水道橋・お茶の水寄り出口、都営地下鉄水道橋、都立工芸高校隣）

　　　　　　根津公子さんの裁判傍聴支援へのお願い

２月８日（水）　　　調布中への異動第1回控訴審　　

東京高裁820号法廷　　　　　　１５：００　

２月21日（火）　　多摩中裁判（書面のやり取りは今回で終わり）
　　　　　　　　東京地裁710号法廷　　　　　　１６：３０　

　　　

　　　34号主な内容案内
（紙面の都合で最終ページになってしまい申し訳ありません）

★　2005・12・1「ゼッケン処分」の暴挙と強制される「再発防止研修」……２ｐ～

　　　　　　　（報告・根津公子）　（石川中裁判を支える会の抗議声明）

　　　　　　　（都教委への抗議・すわって示そう戦争反対実行委員会）

★　「空バス判決」へ　その後の声　　　　佐藤恵子　……………　　9p

★　特別寄稿「強制ということに反対なんです」　　田島夏樹　…………… 10p
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